
●台風により順延となっ

ていた第30回沖縄市福祉

まつりが、10月12日と13

日に美里公園で行われ、

多くの来場者でにぎわい

ました。今回は４２の福

祉施設・団体が参加し、

パネルによる活動紹介や

作品の展示即売などを行

いました。会場では、耳

の不自由な方への手話通

訳、車いす利用者の方の

介助や誘導、会場内清掃、

ステージ出演などボラン

ティアがさまざまな場面

で活躍しました。また、

ボランティアグループの

ゴーゴーヘヴンによる風

船釣り遊び、おきぼらん・

シージー（沖縄市ボラン

ティア連絡会）による飲

食コーナーなど、ボラン

ティア自らが企画・運営

したイベントもありまし

た。初日は少し雨が降り

ましたが、その後は晴天

に恵まれ、無事に福祉ま

つりは終了しました。ご

来場いただいたみなさま

ありがとうございました。

●９月２０日に越来小学

校が、視覚に障がいを持

つ方の生活等について学

習し、必要としている手

助けを学ぶ「福祉体験学

習」を２時間にわたって

実施しました。山田未子

さん(盲導犬利用者)は講

話の中で、「見えない側

から声をかけるのは難し

いので、山田さん!という

ようにみなさんから声を

かけてもらうと助かりま

す」と話しをされました。

児童たちは講話を聞いた

後、２人１組のペアとなっ

て、アイマスクを使って、

視覚障がいの体験歩行と

介助の疑似体験をしなが

ら学習を行いました。

●沖縄市社協では、売り

上げの一部を福祉活動に

寄付するボランティア活

動として「社会貢献型自

動販売機の設置」事業を、

アサヒ・オリオン・カル

ピス飲料社と共同で取り

組んでいます。個人や会

社を問わずどなたでも設

置できるもので、設置費

用は無料となっています。

設置者が負担するのは、

毎月の電気料金の約３，

０００円となります。 設

置第１号となった沖縄市

泡瀬の「雑貨屋シャムス」

代表の當山由美さん（左）

は「私は生まれも育ちも

ずっと沖縄市なので、沖

縄市に貢献できればとい

う気持ちで設置しました。

私のお店のコンセプトも、

地域のコミュニティに役

立つことを目的としてい

ますので、そのひとつと

して、これから地域に貢

献できれば嬉しいです」

と話されていました。
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盲導犬は、目の不自由な人の歩行を助ける大切なパー

トナーです。 目の不自由な方が道路を歩くときは、

白いつえか、盲導犬育成施設が訓練した盲導犬を連れ

ていることが、法律で認められています。 盲導犬に

は、白または黄色のハーネス（盲導犬用のどう輪）を

つけることになっています。盲導犬ユーザー（使用者）

は、このハーネスをにぎって盲導犬とともに街を歩き、

盲導犬はユーザーの指示を受けながら目的地まで安全

に誘導していきます。 盲導犬は、目の不自由な方の

自立した生活の大きな支えとなっているのです。

盲導犬って何？

福祉体験学習

ＩＮ美里公園

社会貢献型自動販売機
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